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１．はじめに
「生徒に分かりやすい授業を！」私が実践してき

たのは視聴覚教育です。それは，教育機器の進化と

の競争でもありました。しかし，機器の進化に惑わ

されずに，目標としてきたポイントが2つあります。

その1つは，「いかに授業の効率をあげるか」で，も

う 1つは，「教材のパッケージ化」です。 現在取り

組んでいる『パワーポイントによる教材の提示』の実

践もその延長線上にあります。

２．実践している授業展開例
まず最初に，私が実践している授業の基本的な展

開例を説明します。

①自作プリントの配布（1分）： 1時間で進む内容

をB4紙 1枚にまとめたもの。教科書をもとに必要

事項を生徒が書き込めるように工夫している。

②プロジェクターによる本時間の概要の説明（3

分）：パワーポイントを用いて本時間の目的となる

事項の概要を説明します。

③生徒は教科書を参照しながらプリントの必要事

項を書き込んでいく。（18分）：机間を巡視しながら

生徒の理解や記入の進行状況を確認しておく。

④プロジェクターによる詳しい説明（18分）：パワ

ーポイントの表現力を生かして，模式図，ビデオな

ども利用し，ていねいに説明を行う。

⑤質疑応答，生徒自身によるプリント記入の再確

認（5分）：十分には理解できていなかった事項の補

充を行い，知識の定着を図る。

⑥小テストの実施（5分）：本時間の基本的事項に

ついて 10問の確認程度の問題。基礎事項の定着を

図り，本時間のまとめとするのが目的。１時間（50

分）の授業は，原則的にはこのように行っています。

大切にしていることは，生徒が「ゆっくり考える時

間」を持てるようにしている点です。実はこの展開

は，OHPとVTRを組み合わせた授業を10数年間実

践する中で，徐々にできあがってきたものです。

３．教材の作成
a．授業プリントの作成

パワーポイントをはじめ，全ての教材づくりの基

本となるのは授業プリントの作成です。この過程で，

1年間の授業計画を立案し，各時間の重要項目の精

選を行います。そして，1時間の展開を検討します。

1時間で扱える内容と量は「授業は生徒との共同作

業」であることから，5～6時間に1時間程度，自由

に調整できる時間を組み込んでおきます。この準備

で必要なのは，「教材の精選」です。展開する1時間

で何を理解させるのか，覚えさせるのか，ポイント

を絞り込みます。ただ単に情報が豊富なだけでは，

本当の理解にたどり着けないことも多いからです。

生徒の持つ能力は，個人差が大きいので一概にはい

えないでしょうし，分野や単元によってはずいぶん

異なると思います。しかし，多すぎる情報を与える

ことは，結果として，些末な知識に振り回されるこ

とになり，基本的な流れや考え方を，十分に理解で

きずに終わることが多くなります。重要ポイントを

絞り込むことは難しいけれど，最も大切なことだと

思います。後で述べさせていただく，パワーポイン

トデータの作成においても，やはり最も重要なとこ

ろでしょう。

b．パワーポイントデータの作成

前述の授業計画に従い，各時間毎の表示データを

各々1つのファイルに作成して行きます。その際に

必要となる「文字データ」「画像データ」「映像データ」

等を準備し，別に整理しておきます。ここで，実際

にデータを作成する上で私が気をつけているポイン

トを紹介します。内容は，視聴覚的効果を意識した

ポイントと，データ作成技術上のポイントの2つに

分けられます。

ポイント①１画面の表示文字数：パワーポイン

トは黒板と違い，いわばテレビ画面に近いものです。

表示文字数が多くなれば内容的には充実しますが，

どこが要点なのかつかみにくくなります。また，文

字が小さくなり過ぎ読みづらくなります。横の字数
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ペーパーレスの形で提示する方がより効果的である

と考える。事前に下記のような有機化学でよく使わ

れるキーワードを整理したプリントを準備してお

く。

・酸性のニクロム酸カリウム水溶液を加える

→ 「酸化する」ということ

・アンモニア性硝酸銀水溶液を加えると銀が析出

→　アルデヒド基をもっている

これらを参照しながら問題を解けば，前述の知識

と思考の区別がより明確になり，効果が上がる。

このような展開を容易に準備できるのも，このデ

ータベースのもっている問題量の豊富さと編集機能

の良さに負うところが多い。通常このようなプリン

トを作成するには，問題文を最初から入力しなけれ

ばならないが，それでは時間がかかりすぎ，多くの

問題をペーパーレスの形で提示することはできな

い。このソフトの場合は選んだ問題をクリックする

だけで内容編集モードに入ることができるので作業

は簡単であり，問題を選んでから5分もあれば作成

が可能である。

4.おわりに
非常に長所のあるこのソフトであるが，まだ改善

すべき点もある。

①問題量の不足

まだほとんどすべての問題パターンを把握して

いるとはいえないので，今後の充実が期待される。

現在のパソコンの機能ならこの 2倍程度までな

ら，収録可能であると思う。ただし，その際には

検索方法をより細かくする必要があり，現在の明

快な検索環境が悪化する可能性もあるので一長一

短でもある。また，収録される問題を出題した学

校にも偏りがあるので，地方の国公立大学のもの

も積極的に収録してあればと考える。

②問題のアップデートの速度

やはりその年の入試問題を5月頃には入手して

授業に反映させたいので，インターネットによる

アップデートができるとよい。登録会員制，費用

の問題など様々な困難はあると思うが，クリヤー

していただければと考える。

③サーバーを利用する使用方法

これだけの問題量をぜひ生徒に直接触れられる

ような環境を整備したい。そのためにはサーバー

を経由した利用方法なども考慮したソフトに育て

ていただきたい。

現在でも非常に利用価値の高いソフトであるが，

以上のような点を考慮していただき，より有益なデ

ータベースとして化学教育に貢献するものになって

いただければと考えている。

プロジェクターを利用した授業の展開とその教材
─プレゼンテーションソフト（パワーポイント）の利用─
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は 20字程度までに押さえたほうがいいでしょう。

また，それに合わせた行数も限られたものになりま

す。文字の色使いも見やすさを心がければ基本は

「黒」，暗い背景では「白」でしょう。カラフルな色使

いはやはり見づらいものになります。赤や緑などは

要点として押さえる場合に部分的に利用します。

ポイント②アニメーションの利用：パワーポイ

ントは文字や画像を表示する際に，アニメーション

設定を付け加えることができます。これを利用して，

一画面の内容を一度に表示するだけでなく，内容説

明の進度に合わせて，徐々に加えていくことができ

ます。これは手書きで付け加える板書と同じで，生

徒にとって，わかりやすいものになります。また，

特殊なアニメーション効果を利用すれば，模式図を

動かしたり，注意点を点滅させたり，理解を補うだ

けでなく，印象に訴え記憶に残りやすい効果も得ら

れます。

ポイント③ビデオ映像の挿入：「百聞は一見に如

かず」自然現象の理解においてはよく経験すること

です。授業の展開の中でも「動く映像＝ビデオ」の力

はたいへん有効です。しかし，ここでの注意点は的

確で無駄のない「映像」です。私はおおよそ5分以内

の短いビデオを利用しています。授業の展開で理解

を助けるのが目的ですから，その目的に添って必要

部分のみを取り出して利用できるというビデオ編集

技術が必要になります。この作業も近年の機器の進

歩によってかなりやりやすいものになってきました

が，まだまだ専門的知識を必要とする部分が多いか

もしれません。

以上，視聴覚的効果を意識したポイントです。次

にデータ作成の技術上のポイントに移ります。

ポイント④データの整理：パワーポイントで利

用するデータは内容毎にフォルダを作って整理しま

す。また，少し専門的になりますが，データ形式に

よって別フォルダにしておきます。例えば文字情報

のテキストデータ，写真やイラストの画像データ，

そしてビデオや音声のマルチメディアデータです。

それらは形式を統一しておくことも必要です。後の

修正作業において混乱を避けるためには大切なこと

です。また，各データのファイル名の付け方にも工

夫しておいたほうが後の作業で便利になります。日

本語でのファイル名でもアルファベットでもかまい

を利用してデータを作成するには，ソフトの利用方

法に慣れることが必要ですが，私自身の経験からな

るべく効率よく行う方法を紹介します。各スライド

のタイトルと基礎となる事項のテキストは前述のプ

リント作成の時のものを利用します。そのためには

プリント作成の時点から，テキスト部分を活用でき

るようにデータを整理しておくことが肝要です。ワ

ードなどのファイルのままでもいいと思いますが，

できればプリント番号毎にシンプルなテキストファ

イルとして保存しておきます。このファイルを利用

すれば，今後の修正や追加にも，文字入力の手間が

省けます。また，説明に必要な模式図や写真などの

画像も種類毎に整理しておきます。模式図や写真画

像に修正を加えるには，専用の画像処理ソフトを利

用したほうが後の修正や改良に便利です。私はフォ

トショップを利用して，画像の大きさの変更だけで

なく，一部分の切り出し，他の画像との合成など必

要な作業を行っています。最後にスライドの作成に

入りますが，ここではパワーポイントのアニメーシ

ョン効果をどのように使うかを想定して，テキスト

と画像の配置を決めていきます。説明したい事項，

語句については自然なスライドインがわかりやすい

と思います。特に印象づけたい場合はさらに別の効

果的な方法を工夫します。また，模式図の各部名称

に引き出し線をつけて名称を示すような場合は，ワ

イプなどのアニメーション表示を加えて，板書をし

て示している感覚にします。あくまで教師が授業の

中で展開していくための表示ですので，授業の進行

に合わせて展開できるように組み立て，マウスのク

リックによって順に進むようにつくっておきます。

全体で 15分程度で説明できる内容ですから，スラ

イドの枚数にして5枚から多くても10枚程度になり

ます。

４．授業での展開
a．機器の設営

多くの学校で最も苦労するのが機器の設営だと思

います。実際に必要な機器はパソコンとプロジェク

ターそれにスクリーンだけですが，普通教室にそれ

らが常備されている学校は多くないと思います。す

べての授業で展開させるにはスクリーンとプロジェ

クターが必須となりますが，毎時間それらの準備に

ませんが，その前後に2桁程度の番号を付け加えて

おくことです。修正加工したデータの場合，その番

号を変えて別に保存すれば，以前のデータとの比較

がしやすくなります。次に画像のデータですが基本

的には写真などは最も一般的に普及している Jpeg

（ジェイペグ）形式にそろえておくのがいいでしょう。

また，イラストなどはgif（ジフ）形式が一般的です。

この2種類に整理しておけばインターネットや通信

を利用しての情報交換にも便利になります。フォル

ダに保存する場合に画像やイラストの原画データは

できるだけ解像度の高い，状態で保存しておき，パ

ワーポイントで利用する際には，必要に応じて解像

度を下げたり，トリミングしたものをコピーして利

用します。高解像度の画像はそのままではデータ量

が大きく，使用するコンピュータの能力によっては

動作が遅くなってしまい，パワーポイント上でスム

ーズな表示ができなくなるおそれがあります。また，

Jpeg（ジェイペグ）画像と同じ解像度でもbmp（ビー

エムピー）形式のように圧縮されてないものではデ

ータ量が大きい（約 10倍）ので，スムーズな表示が

できないことがあります。その意味でも保存形式は

Jpeg（ジェイペグ）とgif（ジフ）形式がいいと思いま

す。次にビデオなどマルチメディアデータですが，

これも現在最もよく普及しているmpeg（エムペグ）

形式で保存します。最も一般的で画質の割にデータ

量が小さいのはmpeg1（エムペグワン）といわれる

もので，この形式がコンピュータを選ばず最も安定

して表現できると思います。しかし，通常見慣れて

いるVHSテープのアナログのビデオ信号や最近流

行のDV（デジタルビデオ）のデータはmpeg1とは異

なるものです。アナログではコンピュータで扱えな

かったり，DVデータでは，データ量が大きすぎた

りとスムーズな利用ができません。ここで少しコン

ピュータの知識が必要となりますが，ビデオ編集が

できる最新のコンピュータでは，アナログ信号も

DVデータも簡単にmpeg1に変換してくれるものが

増えました。このような機械を利用するのがいいで

しょう。これにより作成されたビデオデータ

（mpeg）は他のデータと同じくコンピュータ上の 1

つのファイルとしてコピーしたり移動したりするこ

とができるようになります。

ポイント⑤作成のテクニック：パワーポイント

時間を割いていたのでは利用する効果があがりませ

ん。本校では理科教室にパソコンとプロジェクター，

それにスクリーンを常備して，授業はすべて理科教

室で行えるように時間割を工夫しています。パソコ

ンとプロジェクターがあればスクリーンはOHP用

のもので十分です。最近はプロジェクターの性能が

上がり値段も下がっていますので，この方法が最も

実現性が高いでしょう。プロジェクターの明るさで

すが，本校で使用している 900ANSIルーメンの明

るさでも普通の教室の照度であれば実用に耐えま

す。最近の機器のように1000ANSIルーメン以上も

あれば十分だと思います。次にスクリーンの大きさ

ですが，本校で利用しているのは 80インチ程度で

す。通常の大きさの教室ではこれで十分かと思いま

す。次に問題になるのは音声です。パワーポイント

でビデオを利用した場合，パソコンからの音声を再

生する必要がありますが，プロジェクターに音声を

再現する能力がない場合には別にアンプやスピーカ

ーに接続する必要があります。本校ではプロジェク

ターの音声再現能力が十分ではないので，音声ライ

ンを既存のビデオ放映装置に接続してビデオ機器か

ら音声を再生しています。

b．生徒の反応

実際の授業で，よくあることが提示した文字情報

のミス（誤字・脱字）です。パワーポイントの有利な

点は授業中で，ミスに気が付いたり，生徒からの指

摘があった場合に即座に対応して修正できることで

す。このことは，授業を展開ながら修正を加え，補

充や削除をしていくことが可能なわけで，黒板で授

業を進めているのと同じ自由さがあります。これま

でに，私が経験した他の視聴覚機器においては実現

できなかったことです。ビデオの提示では字幕の変

更をリアルタイムに行うことができませんが，パワ
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1．はじめに
去年，そして今年も日本中を釘づけにしているの

がアゴヒゲアザラシのタマちゃんです。昨年は流行

語大賞にも選ばれたタマちゃんですが，どれほど正

しく理解されたかとなると少々心もとないものがあ

ります。タマちゃんとどうつきあっていくべきか考

えてみましょう。

2．アザラシのこと
アザラシにアシカにオットセイ。どれも海にすむ

哺乳類ですが，これらの違いはわかりますか？　実

際にアザラシとアシカの絵をかいてみるとわかると

思うのですが，これらの違いをはっきりと認識して

いる人は専門家以外ではほとんどいないでしょう。

一番わかりやすいのは姿勢の違いで，アザラシは

地面にべったり寝そべった格好，アシカは前足で体

を起こした格好となります。でも，アザラシとアシ

カの本当の違いは姿勢ではありません。英語ではア

ザラシは「耳たぶの無いアザラシ」，アシカは「耳た

ぶのあるアザラシ」と言うこともあります＊1。図鑑

があるなら写真をじっくり見てください。アシカに

は小さな耳たぶがありますが，アザラシにはありま

せん。また，英語ではアザラシを「はうアザラシ」，

アシカを「歩くアザラシ」とも言います。ここでもま

た図鑑をよく見てほしいのですが，アザラシは後ろ

足は前に曲げられませんし，前足も短いので，陸地

では地面をはうことしかできません。アシカは後ろ

足を前に向けることができ，また，前足も大きいの

で，地面を歩くことができます（そして上体を起こ

せる）。他にもいろいろ違いはありますが，耳たぶ

と足が一番わかりやすい違いです。

アザラシ，アシカの仲間は表のように分類されて

います。セイウチはアザラシともアシカとも違う仲

間です。オットセイ，オタリア，トドは「～アシカ」

と名前はついていませんがアシカの仲間です（どれ

も耳たぶがある）＊2。

海の哺乳類というと，イルカやクジラが有名です

が，アザラシ・アシカはその仲間ではありません。

アザラシ・アシカはイヌやネコ，クマの仲間なので

す。これらは「食肉目（ネコ目）」と呼ばれる仲間で，

その名前の通り動物を食べています。ただし，中に

はクマやパンダのように植物を主に食べるものもい

ます。アザラシ・アシカは魚やエビ・カニなどの動物

を食べています。

食肉目の特徴は，大きな犬歯です。イヌやネコの

歯を見るとすぐにわかりますが，上下に2本ずつの

大きなキバがあります。あれが犬歯です。アザラシ

も食肉目の仲間ですので，当然大きな犬歯がありま

す＊3。しかも，アシカ・アザラシの大半は体長 2m

以上，つまりイヌやネコの何倍もの大きさですから，

犬歯も大きく，かむ力もかなり強いでしょう。ほと

んどの人はアザラシを「かわいい！」と思っているよ

うですが，実際は近づくにはちょっと危険な動物な

のです。

＊1 英語では「earless true seals」，「eared seals」。もちろん
どちらにも「耳」はある。アザラシに無いのは正しくは「耳
たぶ」。これらは学問的な言い方で，普通はアザラシは
「seal」，アシカは「sea lion（海のライオン）」と言う。

＊2 アシカとオットセイの違い＝オットセイの毛は長い毛と
短い毛の二重になっていて，保温性に優れている。アシカ
には短い毛はない。オットセイの方が寒い気候に向いてい
るといえるが，赤道直下のガラパゴス諸島にもオットセイ
はいる。

＊3 セイウチの長いキバも犬歯である。アゴヒゲアザラシは
例外的に歯があまり成長せず，犬歯もはっきりしない。そ
れでもかむ力は強いと思われるので，危険なことにかわり
はない。

タマちゃんとの正しいつきあい方
動物ジャーナリスト　宮本拓海

ーポイントでは即座に変更できるため大変有利で

す。このようにパワーポイントの利用では，教師が

生徒の反応を見ながら授業を展開し，また，その進

度を柔軟に変更できる利点があります。そして，最

大のメリットは授業の展開において教師が板書をし

たり，生徒がそれを書き写す必要がなく，そこに時

間的余裕が生まれ，しっかり考える時間を確保でき

ることです。また，反復して提示することも可能な

ので，板書のように消したものをもう一度書き直す

必要が無く，質問にも即座に対応できます。文字を

必要に応じて消したり，再表示したり，場合によっ

ては動かすことにより，生徒からは分かりやすく，

印象に残りやすいという評価を得ています。

c．改良と修正

授業の教材には，これでもう完全であるというも

のはありません。実際に利用してみて，展開して絶

えず改良と工夫が必要でしょう。その際にも，デジ

タルなデータであれば，複製と改変が簡単で，また，

他の教師との情報交換も行いやすく，修正や改良を

行う上でも効率がいいと思います。

５．教材のパッケージ化
理科の中でも生物という科目は，その教材に視覚

的な情報が多いと思います。細胞など顕微鏡の発明

によって発見された事実から，多くのことが知られ

ていったわけで，もとより視覚的な情報です。この

多くの情報を授業の分野や単元に合うように整理し

ておくことは，授業を効率的に行う上で必要なこと

です。私は多くのビデオを授業展開に合わせて5～

10分程度に編集し，毎時間利用できるように整理

してきました。理科の教室にはどの時間でもすぐに

利用できるように，授業毎に番号をつけて整理して

います。1回の授業で使いやすいように，各時間毎

にまとめて，50巻ぐらいにわけています。一目で

分かるように全巻を一カ所に整理して，授業毎に利

用しています。また，プリントも全部整理して，連

動させるようにしています。これまでに作成した

OHPシートも授業内容に応じて，整理しています。

しかし，この3種類の教材を全て連動して授業を展

開するためには，絶えず整理を続けることが必要な

のと，修正や改変の必要に迫られたときには，大変

な作業になることも事実です。ところが，コンピュ

ータの進化のおかげでプレゼンテーションソフトが

強力になり，現在利用しているパワーポイントでは，

これまで別々のメディアに記録していた教材を，全

てデジタル化して一括管理できるようになりまし

た。これは，大変コンパクトで利用しやすく，本当

の意味での教材のパッケージ化が可能となりまし

た。データ保存も外部メディアの記憶容量がどんど

ん大きくなり，CDからDVDへ，マルチメディア

の情報を一括整理し，関連づけて管理し，利用する

ことができます。また，デジタルデータはネットワ

ーク利用にも対応できますので，コンピュータネッ

トワーク上での利用も可能になります。これは，新

たな活用法の可能性を拓くことになるでしょう。新

しく教科「情報」が始まりますが，すでに，全ての教

科科目においての教材は，一種の情報であると考え

られます。授業はそれら多くの情報を整理し，活用

することによって，よりよい効果を上げるものだと

いえます。パワーポイントを活用した教材の開発と

活用方法の研究はこれからの授業の形に大きな変化

を与えてくれるものと思います。優れた教材をパッ

ケージ化して，必要な時にいつでも取り出して利用

できる。これからの時代はそんな教材が求められて

いると思います。数研出版発行のCD-ROMにはパ

ワーポイントデータが収めてあります。このCDで

デジタルデータの扱い易さを体験されることをおす

すめします。

６．おわりに
高度情報化時代に入り，教材など情報の共有化が

広く進むことになります。ここで新たな問題となる

のは著作権などの考え方でしょう。既存の法律で想

定している枠を越えた様々な問題点が明らかになっ

てきています。教育の現場においても著作権に対す

る新たな考え方を模索しなければならない時代に入

ると思われます。
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表　アシカ・アザラシの仲間の分類

アシカ科

カリフォルニアアシカ
オットセイ，トドなど　14種

セイウチ科

セイウチ　1種

アザラシ科

アゴヒゲアザラシ，ハワイモンクアザラシ，
ミナミゾウアザラシなど　19種


